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 論文審査の結果の要旨
 鄭斯華提出の学位論文は・「チベット高原及びその周辺に於ける地震のモーメントテンソルイ
 ンバージョンとそのテクトニック的な意義」と題し,英文6章より成っている。プレート境雰の
 中,沈み込み地域に発生する地震は詳細に調べられているが,沈み込みのないプレート境界に
 ついては未だそれほどよく研究されていない。鄭は,本論文に於て・この種のプレート接合境
 界の中で最も年代が新しくかつ大規模であるチベット高原付近の地震を調べそのテクトニック
 な意義を追求している。
 著者は1966年から}976年の間にこの地域に発生したマグニチュード6以上の地震鍍ヶを取り
 上げ,WWSSNにより観測された長周期P波及びSH波を用い,それらの震源要素をインバー
 ジョン法により求めている。この際,震源模型としては,通常用いられるダブルカップルより
 さらに一般的な表現であるモーメントテンソルによる模型を採用している。また長周期実体波
 の波形が震源の深さによって大きく変化することを利用して,震源の深さを精度よく求めてい
 る。
 その結果,第一にこれらの地震の深さは,1ヶを除き,従来考えられていたよりもかなり浅
 く,深さ5～/2kl巖で上部地殻で発生していることが確かめられた。さらに,プレート接合境界
 では北東方向の圧縮による逆断層,インドプレートの西部及び東部の境界では水平ずれ断層に
 よる地震が発生しており,インドプレートとユーラシアプレートの衝突による造構運動とよく
 調和している。また,チベット高原では東西方向の張力が働いており,チベット高原が東向き
 の相対運動をしていると考えられ,人工衛星写真や地質学的な研究結果とも一致している。中
 国西部では横ずれ及び縦ずれの断屡による2種類の地震が認められるが,これらはチベット高
 漂の東向き運動に局所的な構造を併せ考慮することによって良く説明される。
 著者はさらに,これらの地震の相似購についても調べており・地震のスカラーモーメントは
 表揃波マグニチュードの3/2乗に比例し,震源過程の持続蒔問はマグニチュードとともに長くな
 るという他の地震の場合とも一致した結果を得ているが,接合境界部の地震は,そこから離れ
 たプレート内地震に比して,ストレス降下量が有意に低いこと,震源過程の持続時間がi.准倍長
 いこと等の興味深い事実を示している。さらに震源要素がダブルカップル型からはずれる度合
 はヌルベクトルが水平に近いほど大きいという結果も得ている。
 これらの結果から,本論文は著者が優に自立して研究を遂行するに十分な研究能力と学識の
 あることを示しており,理学博士の学位論文として合格と認める。
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